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１　サウンディング型市場調査の概要

サウンディング型市場調査とは

サウンディング型市場調査とは，市有地などの有効活用に向けた検討をするに当たり，活用方法につ
いて民間事業者から広く意見，提案を求め，「対話」を通じて市場性等を把握する調査です。

従来の流れ
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民間事業者との対話

・市役所内部で活用案を検討するため，アイディアが限定的
・公募条件が市場と乖離する可能性が高い
・市場のニーズが分からないまま，事務手続を行うことになる

→民間事業者が参入しづらい

課題

サウンディング型調査の流れ

メリット

・民間事業者から多様な活用アイディアを収集できる
・民間事業者が参入しやすい公募条件を設定できる
・市場のニーズを把握できる
→民間事業者の参入意欲が向上
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２　サウンディング型市場調査の流れ

サウンディングの実施について公表

民間事業者への説明会の開催

企画提案書の受付

サウンディングの実施

（民間事業者との対話）

実施結果の公表

実施要領公表
対話項目提示

事業者公募

・調査結果をもとに，市有地等の利活用の方向性決定
・（民間での利活用を進める方向性に決定した場合）
　民間事業者への売却実施
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３　市有地売却や貸付に係る現在の課題とサウンディング型市場調査の効果

市場性が不明な中，価格評
定会議での価格決定や公
募要領作成などの事務手
続が発生する

売却の見込が不透明な状
況では，売却のための必
要経費（測量費，解体費
等）の予算付けが難しい

建物付きの土地の場合，
建物付きで売却できるか，
解体すべきか判断が難し
い

サウン
ディング
型市場調
査を行う
と

売却又は貸付に当たり，
公募条件が民間ニーズに
合致しているか分からな
い

民間のノウハウを生かし
て財産を売却又は活用し
たい

市場性の有無や
ニーズが一定程度
把握できる

市場性がある物件
に対して効率的に
予算付け（測量費，
解体費など）がで
きる

ニーズに合わせた
公募条件（建物付
きなど）を設定で
きる

民間のアイディア
を生かした活用が
可能

現在の課題
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【問合せ先】
旭川市総合政策部政策調整課

住所　０７０－８５２５　旭川市６条通９丁目４６番地
電話　０１６６－２５－５３５８
E-mail seisakuchosei@city.asahikawa.lg.jp


